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天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞

-
資
料
性
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
1

一
、
は

じ

め

に

中
古
和
文
の
散
文
資
料
に
お
け
る
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
は
、
ジ
・

マ
ジ
が
一
般
的
で
あ
り
、
両
者
は
意
味
用
法
の
点
及
び
使
用
さ
れ
る
文
体
な
ど

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
特
性
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
続
く
中
世
の
口
語
資

料
に
お
い
て
は
ジ
が
次
第
に
衰
退
し
、
マ
ジ
も
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
語
形
を
変
え

て
使
用
さ
れ
る
に
至
り
、
近
世
前
期
に
は
そ
の
マ
ジ
イ
も
口
頭
語
か
ら
姿
を
消

し
、
マ
イ
に
一
本
化
さ
れ
て
い
く
。

中
世
後
期
の
口
語
資
料
と
さ
れ
る
天
草
版
平
家
物
語
に
お
い
て
は
、
打
消
推

量
・
打
消
意
志
の
表
現
と
し
て
は
主
と
し
て
マ
ジ
イ
及
び
マ
イ
が
用
い
ら
れ
、

ジ
ー
マ
ジ
の
使
用
は
極
め
て
少
な
い
。
古
代
語
的
表
現
の
ジ
ー
マ
ジ
か
ら
近
代

語
的
表
現
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
ヘ
の
交
替
の
ま
さ
に
完
了
期
の
様
相
が
呈
さ
れ
る

と
い
え
る
。
こ
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
は
次
に
示
す
通
り
、
天
草
版
平
家
物
語
で
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
を
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
三
位
入
道
は
八
十
に
な
っ
て
軍
を
し
て
右
の
膝
口
を
射
さ
せ
て
、
今
は
か

1

な
ふ
ま
じ
い
と
思
は
れ
た
か
、
自
害
を
せ
う
と
て
(
H
・
一
三
二
・
6
)

-

・
行
家
は
か
な
ふ
ま
い
と
思
は
れ
た
か
、
木
曾
に
す
っ
て
違
う
て
丹
波
路
へ

矢

島

正

浩

(
国
語
教
室
)

か
か
っ
て
播
磨
へ
下
ら
る
れ
ば
、

(
m
・
二
I
七
・
3
)

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
天
草
版
平
家
物
語
に
お
い
て
極
め
て
近
い
用
い
ら

れ
方
を
す
る
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
存
在
理
由

を
持
ち
な
が
ら
並
存
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
中
世
口
語
資
料
に
現
れ
る
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
並
存
に
関
し
て
は
、

既
に
先
学
に
よ
り
注
目
さ
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
す

る
従
来
の
研
究
の
主
た
る
関
心
は
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
表
現
性
の
相
違
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
助
動
詞
の
並
存
の
意
義

が
か
な
り
明
確
に
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
但
し
、
諸
氏
に
よ
る
見
解
は
必
ず

し
も
統
一
的
な
段
階
に
ま
で
至
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
此
島
(
一
九
七
三
)
で
は
「
(
マ
ジ
イ
と
マ
イ
の
間
に
)
意
義
用
法
の

差
は
見
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
が
、
小
林
(
一
九
八
七
)
で
は
「
マ
イ
の
変
化

形
マ
ジ
イ
は
、
狂
言
で
は
、
名
の
り
や
改
ま
っ
た
場
面
で
の
使
用
が
目
立
ち
、

マ
イ
よ
り
は
発
話
者
の
強
い
意
志
・
決
意
・
推
定
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
」

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
る
。
マ
ジ
イ
の
方
が
強
く
は
っ
き
り
し
た
表
現
態
度
に

て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
出
雲
(
一
丸
八
七
)
で
は
、
共

一

一
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起
す
る
副
詞
、
上
接
す
る
語
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
、
更
に
同
じ
終
助
詞
を

伴
う
例
の
意
味
差
な
ど
を
考
察
さ
れ
た
上
で
、
「
マ
イ
が
待
遇
的
な
顧
慮
の
少
な

い
、
日
常
語
的
な
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
の
語
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、

マ
ジ
イ
は
よ
り
控
え
め
で
、
丁
重
で
、
含
み
の
多
い
表
現
の
語
と
し
て
用
い
ら

れ
た
と
い
え
る
」
と
い
う
認
識
を
導
き
出
し
て
い
る
。
小
林
氏
と
は
若
干
異
な

り
、
マ
ジ
イ
に
は
控
え
め
で
丁
重
な
表
現
性
を
見
出
し
て
い
る
。

表
現
性
と
い
っ
た
一
例
ず
つ
に
注
目
し
て
い
く
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
視
点
、
解
釈
の
際
の
重
点
の
置
き
方
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
は
微
妙

な
食
い
違
い
を
生
じ
や
す
い
。
従
っ
て
表
現
性
の
よ
う
な
無
形
の
特
性
を
問

う
場
合
に
も
、
極
力
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
く
分
析
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。ま
た
、
特
に
天
草
版
平
家
物
語
(
以
下
「
天
平
家
」
と
略
す
)
を
対
象
と
す

る
際
に
は
、
そ
こ
に
現
れ
る
言
語
事
情
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
に
は
慎
重
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
天
平
家
」
は
、
言
語
資
料
と
し
て

必
ず
し
も
全
巻
を
通
じ
て
等
質
な
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
極
め
て
似
通
っ
た

意
味
や
用
法
を
表
す
二
表
現
形
式
が
「
天
平
家
」
に
両
用
さ
れ
る
よ
う
な
場
合

に
、
巻
ご
と
に
よ
っ
て
い
ず
れ
の
表
現
が
多
用
さ
れ
る
か
が
異
な
る
と
い
う
よ

う
な
傾
向
が
現
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
マ
ジ
イ
・
マ
イ
の
並

存
を
検
討
す
る
際
に
も
、
そ
の
視
点
か
ら
の
考
察
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

「
天
平
家
」
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
問
題
を
扱
う
に
際
し
、
こ
の
よ
う
に
従
来
の

研
究
が
主
と
し
て
表
現
性
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
と
、

「
天
平
家
」
が
特
異
な
資
料
性
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
で
き
る
限
り
客
観
的
・
実
証
的
な

態
度
で
検
討
を
行
う
こ
と
を
重
要
視
し
、
な
お
か
つ
「
天
平
家
」
の
有
す
る
資

料
性
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
語
の
使
い
分
け
に
関
し
て
改

め
て
考
察
を
試
み
て
み
る
。

一

一

一

と
こ
ろ
で
、
「
天
平
家
」
と
は
、
平
家
物
語
の
口
訳
本
と
も
い
う
べ
き
キ
リ
ス

ト
教
宣
教
師
用
の
日
本
語
教
科
書
で
あ
る
。
そ
の
成
立
事
情
か
ら
、
検
討
に
際

し
て
は
、
「
天
平
家
」
で
の
使
用
状
況
を
、
そ
の
口
訳
の
際
に
関
与
し
た
平
家
物

語
(
以
下
、
「
古
典
平
家
」
あ
る
い
は
「
原
拠
本
」
と
す
る
)
で
は
ど
の
よ
う
な

表
現
に
よ
っ
て
言
い
表
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
対
応
関
係
か
ら
見
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
原
拠
本
に
関
し
て
は
、
清
瀬
(
一
九
八
二
)
に
従
い
、
以
下
の
諸

本
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

・
「
天
平
家
」
巻
Ⅰ
～
Ⅱ
の
１
章
…
覚
一
本
(
龍
谷
大
学
本
)
。
日
本
古
典
文

学
大
系
「
平
家
物
語
」
を
使
用
。

・
「
天
平
家
」
巻
Ⅱ
の
2
章
~
Ⅲ
の
8
章
お
よ
び
巻
Ⅳ
の
2
章
~
巻
Ⅳ
2
8
章
・
:

百
二
十
句
本
(
斯
道
文
庫
本
)
。
『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』
(
汲
古
書

院
)
を
使
用
。

・
「
天
平
家
」
巻
三
の
9
章
～
1
3
章
お
よ
び
巻
Ⅳ
の
I
章
…
平
松
家
蔵
本
お
よ

び
竹
柏
園
本
(
天
理
図
書
館
蔵
)
。

*
引
用
は
例
の
冒
頭
に
(
底
本
名
)
、
末
尾
に
(
巻
・
頁
・
行
)
で
示
す
。

な
お
、
「
天
平
家
」
が
右
の
よ
う
な
資
料
的
特
質
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
天
平
家
」
を
用
い
た
言
語
調
査
の
場
合
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

立
場
か
ら
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
一
つ
は
「
天
平
家
」
の
も
つ
言
語
資
料
と

し
て
の
特
質
に
重
点
を
置
き
考
察
す
る
立
場
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
そ
の
特
質

と
は
一
応
無
関
係
に
、
中
世
後
期
語
の
一
つ
の
反
映
の
在
り
方
と
し
て
「
天
平

家
」
を
捕
え
、
資
料
に
現
れ
る
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
使
用
例
を
全
情
報
の
対
象
と

し
て
考
察
す
る
立
場
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
最

終
的
に
は
統
一
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至

る
手
順
と
し
て
は
、
二
つ
の
立
場
の
混
同
を
避
け
、
別
々
に
分
げ
て
扱
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
は
、
そ
の
前
者
、
す
な
わ
ち
「
天
平
家
」
の

資
料
性
に
重
点
を
お
い
た
立
場
の
解
釈
に
つ
い
て
述
べ
る
。
後
者
、
す
な
わ
ち
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純
粋
に
資
料
に
現
れ
る
言
語
事
情
に
注
目
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
考
察
は

別
稿
(
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
マ
ジ
イ
・
マ
イ
の
用
法
」
『
国
語
国
文
学

報
』
第
5
1
集
)
に
て
扱
う
。
従
っ
て
、
そ
の
稿
と
本
稿
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
論

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
断
わ
っ
て
お
く
。

テ
キ
ス
ト
に
は
大
英
図
書
館
蔵
「
天
草
版
平
家
物
語
」
(
勉
誠
社
文
庫
7
・
8

影
印
本
)
を
用
い
る
。
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
江
口
正
弘
『
天
草
版
平
家
物
語
対

照
本
文
及
び
総
索
引
』
(
明
治
書
院
)
を
参
照
す
る
。
引
用
は
(
巻
・
頁
・
行
)

の
順
で
示
す
。
「
天
平
家
」
の
序
文
は
、
本
文
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
文
語
体

で
書
か
れ
て
い
る
の
で
今
回
の
対
象
か
ら
は
除
く
。

二
、
打
消
推
量
・
打
消
意
志
助
動
詞
の
使
用
状
況

ま
ず
、
「
天
平
家
」
に
お
け
る
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
の
使
用
状
況
を

概
観
し
て
お
く
ス
推
量
十
否
定
〉
の
よ
う
に
複
数
の
語
に
よ
る
表
現
は
除
く
)
。

殊
に
推
量
・
意
志
表
現
の
場
合
、
地
の
文
と
心
話
文
と
の
区
別
が
明
瞭
で
な
い
こ

表

I

表
中
括
弧
内
は
言
い
切
り
部
分
に
用
い
ら
れ
る
例
数
(
内
数
を
表
す
)

と
が
多
い
の
で
、
表
で
は
地
の
文
と
心
話
文
と
を
一
括
し
て
示
し
た
(
表
I
)
。

表
に
も
明
ら
か
な
通
り
、
「
天
平
家
」
の
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
は

ジ
ー
マ
イ
と
マ
ジ
系
が
あ
り
、
活
用
形
は
終
止
形
・
連
体
形
・
已
然
形
に
限
ら

れ
る
。
連
体
形
の
例
は
、
約
半
做
(
マ
ジ
イ
八
例
・
マ
イ
一
二
例
)
が
終
助
詞

を
伴
っ
て
文
末
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
已
然
形
の
例
の
大
部
分
(
四
例

中
三
例
)
も
、
係
助
詞
コ
ソ
の
結
び
で
あ
る
。
従
っ
て
語
形
の
別
を
問
わ
ず
ほ

と
ん
ど
(
全
一
八
五
例
中
一
六
二
例
、
八
七
・
六
%
)
が
文
末
で
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
助
動
詞
の
多
く
が
、
「
天
平
家
」
で
は
辞
的
な
も

の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

以
下
、
終
止
形
、
及
び
連
体
形
の
う
ち
で
も
終
助
詞
を
伴
っ
て
文
末
で
用
い

ら
れ
る
も
の
を
合
わ
せ
て
「
言
い
切
り
形
」
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
言

い
切
り
形
」
の
マ
ジ
イ
・
マ
イ
を
最
初
に
問
題
と
し
て
い
く
。

な
お
、
表
よ
り
従
来
の
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
の
語
形
で
あ
っ
た

ジ
ー
マ
ジ
の
例
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
そ
の
用
法
が
衰
退
の
途
に
あ
っ
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
マ
ジ
イ
・
マ
イ
の
連
体
形
の
う
ち
、
文
末
で
使
用
さ

れ
る
の
で
は
な
い
用
法
例
、
す
な
わ
ち
体
言
を
修
飾
し
た
り
準
体
言
と
し
て
用

い
ら
れ
る
例
も
全
用
法
例
か
ら
み
る
と
少
数
派
で
あ
る
(
マ
ジ
イ
一
一
例
・
マ

イ
七
例
)
。
こ
れ
ら
の
用
法
例
の
使
わ
れ
方
に
関
し
て
は
後
で
ま
と
め
て
述
べ

る
。

三
、
巻
別
使
用
状
況

こ
こ
で
は
「
天
平
家
」
の
資
料
性
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
た
め
、
マ
ジ
イ
・

マ
イ
の
言
い
切
り
形
の
用
例
做
を
巻
別
に
集
計
し
、
そ
の
用
例
做
の
分
布
が
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
る
。

先
に
触
れ
た
通
り
、
「
天
平
家
」
の
言
語
面
で
の
巻
別
の
特
性
に
つ
い
て
は
既

に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
清
瀬
(
一
九
六
八
)
で
は
二
分
説
が
示
さ
れ
、
小

一

一
一一
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池
(
一
九
七
三
)
で
は
三
分
説
(
小
池
①
説
と
す
る
)
が
主
張
さ
れ
た
。
清
瀬

説
で
は
、
「
古
典
平
家
」
で
の
表
現
が
「
天
平
家
」
に
て
別
語
に
置
き
換
え
ら
れ

た
も
の
、
ま
た
は
新
た
に
付
加
さ
れ
た
表
現
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
表
現
例

の
分
布
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
小
池
①
説
は
、
サ
ム
ラ
イ
と
サ
ブ

ラ
イ
と
い
う
同
語
異
形
の
言
語
形
式
に
注
目
し
、
そ
れ
を
巻
・
章
別
に
使
用
比

率
を
調
査
さ
れ
て
、
そ
の
分
布
の
持
つ
意
味
を
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
説
で
主
張
さ
れ
る
範
囲
と
そ
の
分
布
の
有
す
る
特
性
を
私
に
ま
と
め

て
み
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

・
清
瀬
説
・
:
「
天
平
家
」
巻
Ⅳ
の
１
章
ま
で
・
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
の
二
分
説

前
半
は
口
語
性
が
高
く
、
後
半
は
文
語
性
が
高
い

・
小
池
①
説
・
:
「
天
平
家
」
巻
Ⅱ
の
2
章
ま
で
・
巻
Ⅱ
の
3
章
~
巻
Ⅳ
の
2

章
ま
で
・
巻
Ⅳ
の
3
章
以
降
の
三
分
説

前
・
後
部
分
に
サ
ム
ラ
イ
が
多
く
、
中
間
部
分
に
は
サ
ブ
ラ
イ

が
使
用
さ
れ
る
(
A
B
A
型
を
示
す
)

小
池
氏
は
更
に
格
助
詞
ヨ
リ
・
カ
ラ
と
い
う
文
語
的
か
口
語
的
か
と
い
う
対

立
的
性
質
を
持
つ
類
似
の
表
現
を
取
り
上
げ
、
「
天
平
家
」
に
お
け
る
使
用
状
況

の
巻
別
分
布
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
小
池
(
一
九
七
六
)
に
て
論
じ
ら
れ
た
(
小

池
②
説
と
す
る
)
。
伊
藤
(
一
九
七
八
)
で
も
、
「
御
」
「
出
」
の
読
み
を
対
象
と

さ
れ
、
ほ
ぼ
同
様
の
調
査
結
果
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
小
池
②
説
・
伊
藤
説

の
要
点
を
抜
き
出
す
。

(
古
い
語
形
と
新
し
い
語
形
と
を
使
用
率
で
比
較
し
た
場
合
)

「
天
平
家
」
巻
Ⅰ
…
古
い
語
形
を
高
率
で
使
用

″

巻
Ⅱ
・
:
古
い
語
形
の
使
用
率
が
高
い
が
漸
減

″

巻
Ⅲ
…
古
い
語
形
の
使
用
率
が
最
低

″

巻
Ⅳ
…
巻
Ⅲ
よ
り
も
古
い
語
形
の
使
用
率
が
微
増

い
ず
れ
も
次
元
の
異
な
っ
た
言
語
事
情
を
問
題
と
し
、
立
脚
点
・
方
法
を
異

一
四

に
す
る
考
察
で
あ
る
た
め
、
単
純
に
一
括
し
て
扱
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
説
も
「
天
平
家
」
の
言
語
面
の
事
実
に
基
づ
く
論

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
は
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
捕
え
ら
れ
た

言
語
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
ど
こ
で
境
界
線
が
引

か
れ
る
か
と
い
う
観
点
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
方
向
に
お
い
て
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
清
瀬
説
の
前
半
部
分
を
更
に
二
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
も
の
が
小
池
①
説
で
あ
り
、
小
池
②
説
・
伊
藤
説

は
、
小
池
①
説
に
お
い
て
中
間
部
分
と
さ
れ
る
箇
所
を
更
に
二
つ
に
分
け
て
見

る
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
(
小
池
②
説
・
伊
藤
説
は
巻
毎
に
区

切
る
方
法
で
あ
り
、
や
や
異
な
る
)
。
従
っ
て
、
各
説
に
お
い
て
示
さ
れ
る
言
語

的
事
実
は
、
全
く
偶
然
的
で
無
関
係
な
事
柄
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
な

連
関
性
を
有
す
る
状
況
だ
と
考
え
ら
れ
る
(
な
お
、
各
説
に
示
さ
れ
る
個
々
の

実
態
は
統
括
的
に
解
釈
し
に
く
い
が
今
は
ひ
と
ま
ず
問
わ
な
い
)
。

こ
れ
ら
の
先
学
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
見
解
に
基
づ
き
、
「
天
平
家
」
の
巻
を
何

種
類
か
に
範
囲
分
け
を
行
い
、
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
用
例
数
の
分
布
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
(
表
2
参
照
)
。

ま
ず
全
体
と
し
て
は
、
マ
ジ
イ
に
お
い
て
特
に
巻
別
の
偏
在
が
著
し
く
、
前

半
部
は
一
部
を
除
き
概
し
て
使
用
数
が
少
な
く
後
半
目
立
っ
て
増
加
す
る
こ

と
、
マ
イ
は
全
巻
を
通
じ
ほ
ぼ
一
定
の
使
用
が
あ
る
(
後
半
の
一
部
を
除
く
)

こ
と
等
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
結
果
、
巻
Ⅰ
～
巻
Ⅳ
1
0
章
ま
で
は
概
し
て
マ
イ

が
優
勢
で
、
巻
Ⅳ
1
0
章
以
降
は
マ
ジ
イ
が
多
用
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
と
な
っ
て

現
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
表
に
現
れ
た
分
布
の
状
況
が
、
全
く
の
偶
然
か
ら
生
じ
た
も
の

な
の
か
、
そ
れ
と
も
何
等
か
の
意
味
を
有
す
る
も
の
な
の
か
を
検
証
す
る
た
め

に
、
以
下
先
学
の
諸
研
究
に
お
い
て
示
さ
れ
た
見
解
と
比
較
し
て
い
く
。

「
天
平
家
」
を
二
分
す
る
清
瀬
説
に
基
づ
き
集
計
し
た
例
数
に
は
、
前
半
部
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分
に
は
マ
ジ
イ
が
少
な
く
マ
イ
が
多
い
の
に
対
し
、
後
半
部
分
で
は
そ
の
使
用

比
率
が
逆
転
す
る
様
が
現
れ
る
。
清
瀬
二
分
説
の
前
半
部
対
後
半
部
を
「
天
平

家
」
の
頁
数
で
み
る
と
二
二
五
対
一
八
〇
頁
(
I
対
O
・
8
)
で
あ
り
、
マ
イ

の
用
例
数
の
分
布
(
四
四
対
三
三
=
I
対
約
O
・
8
)
に
限
る
と
ほ
ぼ
均
等
に

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
の
マ
ジ
イ
は
そ
の
頁
数
を
考
慮
す
れ
ば
、

後
半
部
で
の
使
用
率
の
高
さ
は
歴
然
と
す
る
(
二
二
対
四
七
=
―
対
2
・
I
)
。

マ
ジ
イ
と
マ
イ
を
歴
史
的
に
み
る
と
、
マ
ジ
の
連
体
形
マ
ジ
キ
の
音
便
形
か
ら

マ
ジ
イ
が
生
じ
、
そ
れ
が
更
に
マ
イ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
橋
本
二

九
六
九
)
他
)
。
マ
ジ
イ
に
古
形
ゆ
え
の
文
語
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
清
瀬
氏
に

よ
る
二
分
説
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
前
半
部
分
が
口
語
的
で
後
半
部
分
は
文
語
的

と
い
う
言
語
事
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
た
だ

清
瀬
説
は
、
新
語
形
対
旧
語
形
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
使
用
例

の
偏
在
も
極
め
て
明
瞭
な
分
布
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
調
査
結
果
と
は
や

や
意
味
合
い
が
異
な
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。

ま
た
小
池
①
説
に
よ
る
三
分
説
に
従
っ
た
集
計
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
部
分
で

は
マ
ジ
イ
と
マ
イ
は
拮
抗
し
、
中
間
部
分
で
は
マ
イ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
最
後

の
部
分
で
は
マ
ジ
イ
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
捕
捉
さ
れ
る
。
小
池
①
説
で
示
さ

れ
た
分
布
が
明
瞭
な
A
B
A
型
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
概
し
て
似
た

分
布
型
を
示
す
と
は
い
え
、
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
関
し
て
は
完
全
に
同
様
の
分
布

の
偏
在
を
示
す
と
は
い
い
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
は
、
小
池
①

説
で
取
り
上
げ
た
サ
ム
ラ
イ
・
サ
ブ
ラ
イ
と
は
次
元
の
異
な
る
言
語
の
対
立
形

式
で
あ
る
ゆ
え
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
小
池
②
説
・
伊
藤
説
に
よ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
マ
ジ
イ
を
古
語
形
、
マ

イ
を
新
語
形
と
す
れ
ば
、
巻
Ⅰ
か
ら
巻
Ⅲ
へ
と
マ
ジ
イ
の
使
用
比
率
が
減
少
し

て
い
る
点
で
、
小
池
②
説
・
伊
藤
説
に
示
さ
れ
た
状
況
と
同
様
の
傾
向
が
見
て

取
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
巻
Ⅳ
で
の
マ
ジ
イ
の
使
用
率
は
著
し
く
高
く
、

こ
の
点
は
や
や
傾
向
が
異
な
る
。

以
上
、
「
天
平
家
」
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
使
用
数
を
巻
別
に
捕
え
て
み
た
。
そ

れ
ら
の
分
布
が
そ
の
他
の
言
語
事
情
の
分
布
と
も
相
関
性
を
持
つ
有
意
な
も
の

一
五
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で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
諸
先
学
の
示
さ
れ
た
区
分
に
従
っ
て
、
そ

れ
ら
の
見
解
と
の
比
較
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
説
と
も

大
き
く
食
い
違
う
傾
向
を
示
す
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
は
同
様
の
意
味
を

待
っ
た
分
布
の
様
を
示
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
マ
ジ
イ
・
マ
イ
の
示

す
巻
別
の
偏
在
は
、
「
天
平
家
」
の
資
料
性
を
反
映
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
考

え
て
良
い
と
判
断
さ
れ
る
。
但
し
、
ど
の
説
と
も
完
全
に
は
同
様
の
傾
向
を
示

す
わ
げ
で
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
同
時
に
、
こ
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
問
題
を
扱

う
場
合
に
は
、
資
料
性
と
い
う
観
点
だ
け
か
ら
説
明
で
き
る
範
囲
に
は
限
界
が

あ
る
と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
と
め
と
し

て
次
の
二
点
を
記
し
て
お
く
。

・
「
天
平
家
」
に
お
け
る
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
使
用
に
つ
い
て
は
「
天
平
家
」
の

言
語
資
料
と
し
て
の
性
質
か
ら
説
明
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
こ
と

マ
ジ
イ
…
前
半
は
一
部
分
を
除
き
使
用
数
が
概
し
て
少
な
く
、
後
半

(
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
)
は
著
し
く
使
用
做
が
増
す

マ
イ
・
一
部
を
除
き
全
巻
を
通
じ
ほ
ぼ
一
定
の
割
合
で
使
用
さ
れ
る

(
但
し
、
後
半
や
や
減
少
す
る
)

・
文
献
の
資
料
性
と
い
う
観
点
以
外
に
も
関
与
す
る
条
件
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
こ
と

な
お
、
清
瀬
説
に
よ
る
二
分
説
に
従
う
と
特
に
マ
ジ
イ
の
偏
在
の
特
性
を
捕

え
や
す
い
。
以
下
の
考
察
に
お
い
て
も
「
天
平
家
」
を
前
半
と
後
半
と
に
二
分

す
る
際
に
は
こ
の
二
分
説
に
従
っ
た
分
け
方
を
用
い
る
と
す
る
。

四
、
古
典
平
家
物
語
と
の
対
応

本
節
で
は
、
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
各
用
例
が
、
原
拠
本
で
あ
る
「
古
典
平
家
」

で
は
い
か
な
る
語
と
対
応
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「
天
平
家
」
の
資
料
性
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
巻
毎
に
そ
の
対

一
六

応
関
係
を
集
計
し
た
結
果
を
表
で
示
す
(
表
3
・
4
)
。

表
に
現
れ
た
状
況
を
全
体
的
に
捕
え
、
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
原
拠
本
に
お
け
る

対
応
語
の
種
類
に
つ
い
て
み
る
。
い
ず
れ
の
語
に
お
い
て
も
マ
ジ
・
マ
ジ
系
・

ジ
に
対
応
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
特
に
ジ
と
対
応
す
る
例
が
多
く
、
マ
ジ

イ
ー
マ
イ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
約
半
数
を
占
め
る
。
先
に
、
「
天
平
家
」
に
は

ジ
が
少
数
例
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
調
査
結
果
と
合
わ
せ

る
と
、
ジ
が
衰
退
し
、
そ
の
用
法
を
マ
ジ
イ
・
マ
イ
が
代
わ
り
に
担
う
に
至
っ

た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
特
に
マ
ジ
イ
と
マ
イ
と
の
間
で
は
、
「
古
典
平
家
」
に
お
け
る
対
応
語

表
3

マ
ジ
イ
(
言
い
切
り
形
)
対
応
語
別
用
例
数

系
・
:
マ
ジ
キ
ー
マ
ジ
ク
・
マ
ジ
ケ
レ

シ
系
…
べ
シ
十
否
定

の
他
・
:
～
カ
タ
シ
・

十
ベ
キ
(
反
語
)

な
し
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表
4

マ
イ
(
言
い
切
り
形
)
対
応
語
別
用
例
数

ジジ
系
・
:
マ
ジ
キ
ー
マ
ジ
ク
ー
マ
ジ
ケ
レ

シ
系
・
:
ベ
シ
十
否
定
・
疑
問
十
ベ
キ
(
反
語
)

の
他
・
:
～
カ
タ
シ
・
対
応
語
な
し

の
相
違
に
関
し
て
は
目
立
っ
た
傾
向
の
差
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
強
い

て
い
う
と
、
や
や
マ
イ
の
方
が
原
拠
本
の
マ
ジ
と
の
対
応
例
が
多
い
と
い
う
程

度
で
あ
る
。
但
し
、
個
別
的
な
部
分
に
注
目
す
る
と
、
対
応
関
係
に
若
干
の
偏

向
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
「
古
典
平
家
」
の
マ
ジ
ー
マ
ジ
系
が
「
天
平
家
」
で
マ
ジ
イ
及
び
マ

イ
に
対
応
し
て
い
る
例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
の
前
半
と
後
半
(
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
)

と
に
分
け
て
集
計
し
て
み
る
。
す
る
と
マ
ジ
イ
は
前
半
対
後
半
が
七
対
一
四
、

マ
イ
は
二
〇
対
一
六
で
、
マ
イ
が
ほ
ぼ
頁
数
比
と
同
比
(
I
対
O
・
8
)
を
示

す
の
に
対
し
て
マ
ジ
イ
は
後
半
へ
の
集
中
度
が
著
し
い
(
I
対
2
)
。
つ
ま
り
マ

イ
は
原
拠
本
の
表
現
マ
ジ
ー
マ
ジ
系
に
対
し
て
巻
の
別
を
問
わ
ず
一
貫
し
て
同

程
度
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
マ
ジ
イ
は
後
半
に
お
い
て
対
応
の
度
合

い
が
際
立
っ
て
高
く
な
る
の
で
あ
る
(
ち
な
み
に
ジ
と
の
対
応
関
係
に
お
い
て

も
全
く
同
様
の
傾
向
が
捕
捉
さ
れ
る
)
。

ま
た
、
「
古
典
平
家
」
に
お
い
て
推
量
の
助
動
詞
ベ
シ
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
「
天
平
家
」
で
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
も
の
(
④

の
欄
)
に
注
目
し
て
み
る
。
す
る
と
、
マ
ジ
イ
に
つ
い
て
は
特
に
目
立
っ
た
傾

向
を
示
さ
な
い
が
、
マ
イ
に
関
し
て
は
巻
Ⅱ
ま
で
の
前
半
部
に
し
か
存
在
し
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
「
天
平
家
」
が
前
半
部
と
後
半
部
で
口
訳
態
度
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
証
左
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
(
こ
の
対
応
関
係
の
例

に
つ
い
て
は
後
に
再
度
触
れ
る
)
。

以
上
は
「
天
平
家
」
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
注
目
し
、
そ
れ
と
「
古
典
平
家
」

に
お
け
る
対
応
表
現
に
つ
い
て
の
観
察
で
あ
っ
た
。
今
度
は
焦
点
を
変
え
、
「
古

典
平
家
」
に
現
れ
る
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
表
現
に
着
目
し
、
そ
れ
と
「
天

平
家
」
で
の
対
応
表
現
を
み
る
。

「
古
典
平
家
」
で
打
消
推
量
・
打
消
意
志
を
表
現
す
る
も
の
に
は
、
マ
ジ
ー

ジ
の
他
に
、
ベ
シ
と
否
定
詰
が
併
用
さ
れ
た
り
、
〈
疑
問
詞
十
ベ
キ
〉
の
反
語
束

現
や
〈
否
定
語
十
推
量
表
現
〉
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
り
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
必
ず
し
も
「
天
平
家
」
に
お
い
て
マ
ジ
イ
・
マ
イ
(
含
、

マ
ジ
ー
ジ
)
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
次
の
ご
と
く
で

あ
る
。

―

㈲
(
斯
道
本
)
〈
真
海
↓
一
同
〉
此
ウ
申
セ
ハ
ト
テ
平
家
ノ
方
人
ス
ル
ト
思

召
レ
候
マ
ジ

(
巻
四
・
二
六
九
・
1
1
)-

〈
真
海
↓
一
同
〉
こ
れ
を
申
せ
ば
と
て
、
平
家
の
方
人
を
す
る
と
な
思

は
せ
ら
れ
そ
、

(
H
・
て
一
二
・
6
)

㈲
(
覚
一
本
)
(
地
)
一
日
片
時
、
人
の
命
た
え
て
あ
る
べ
き
様
も
な
し
。

一

七

-
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(
巻
二
・
一
八
七
・
2
)

(
地
)
一
日
片
時
も
人
の
命
た
え
て
あ
ら
う
ず
る
や
う
も
な
か
っ
た
。

(
I
・
六
〇
・
2
2
)

�
は
「
古
典
平
家
」
で
は
マ
ジ
ー
ジ
系
で
表
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
天
平
家
」

で
は
別
の
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
表
現
あ
る
い
は
意
訳
さ
れ
た
表
現
が
対
応

す
る
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
㈲
は
そ
れ
に
対
し
、
古
典
平
家
で
マ
ジ
ー
ジ
系
以

外
で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
天
平
家
」
で
も
マ
ジ
ー
ジ
系
以
外
の
表
現
が

取
ら
れ
て
い
る
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
使
用
状
況
を
、
巻
別

の
分
布
と
い
う
観
点
か
ら
調
べ
て
み
る
(
表
5
)
。

ま
ず
、
印
の
場
合
、
す
な
わ
ち
古
典
平
家
で
は
マ
ジ
ー
ジ
で
表
現
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、
「
天
平
家
」
で
は
そ
の
他
の
表
現
に
置
き
換
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。

こ
れ
に
該
当
す
る
例
は
「
天
平
家
」
の
前
半
に
多
い
。
そ
の
傾
向
を
よ
り
鮮
明

に
把
握
す
る
た
め
に
、
「
天
平
家
」
の
巻
Ⅳ
の
I
章
ま
で
と
そ
れ
以
降
と
に
分
け

て
用
例
数
を
集
計
す
る
。
す
る
と
前
半
が
一
三
例
、
後
半
が
二
例
と
な
る
。
頁

数
で
は
前
半
が
全
体
の
五
割
強
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
半
へ
の
該
当
例

の
集
中
度
の
高
さ
は
歴
然
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
後
半
ほ

ど
、
ジ
・
マ
ジ
の
、
マ
ジ
イ
・
マ
イ
と
対
応
す
る
度
合
い
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
逐
語
訳
的
な
態
度
が
強
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の

「
天
平
家
」
の
マ
ジ
イ
が
後
半
の
巻
に
お
い
て
ジ
ー
マ
ジ
系
と
の
対
応
数
が
増

す
と
い
う
結
果
と
表
裏
を
な
す
事
柄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
何
の
、
古
典
平
家
で
ジ
ー
マ
ジ
系
以
外
で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
に
注

目
し
た
調
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
古
典
平
家
」
と
「
天
平
家
」
で
同
様
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
逐
語
訳
の
例

の
分
布
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
具
体
的
に
は
古
典
平
家
の
く
ベ
シ
+
ナ
シ
〉

〈
べ
シ
+
ズ
〉
が
、
「
天
平
家
」
で
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
天
平
家
」
の
巻
Ⅳ
に
集
中
的
に
現

一

八

れ
て
お
り
、
後
半
部
へ
の
偏
在
が
著
し
い
(
巻
Ⅲ
ま
で
に
出
現
す
る
例
は
く
ベ

シ
+
ナ
シ
〉
で
わ
ず
か
二
例
、
〈
ベ
シ
+
ズ
〉
に
は
例
が
な
い
)
。
こ
こ
で
も
「
天

平
家
」
の
資
料
性
に
つ
い
て
、
後
半
部
ほ
ど
逐
語
訳
の
態
度
が
強
ま
る
と
い
う

点
が
確
認
さ
れ
る
。
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ち
な
み
に
、
先
に
掲
げ
た
表
3
・
4
の
④
に
は
、
「
古
典
平
家
」
で
ベ
シ
系
の

表
現
が
「
天
平
家
」
に
お
い
て
マ
ジ
イ
・
マ
イ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
も
の

の
例
数
を
示
し
た
。
表
5
の
(
参
考
)
の
欄
に
そ
れ
ら
の
例
数
も
マ
ジ
イ
・
マ

イ
合
わ
せ
て
再
掲
し
て
い
る
。
こ
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
前
半
と
後
半
で
例
数

を
集
計
す
る
と
I
〇
対
四
と
な
る
。
頁
做
比
を
考
慮
し
て
も
「
古
典
平
家
」
の

ペ
シ
系
か
ら
「
天
平
家
」
の
マ
ジ
イ
・
マ
イ
ヘ
と
表
現
を
変
え
る
パ
タ
ー
ン
の

も
の
、
す
な
わ
ち
逐
語
訳
的
態
度
か
ら
外
れ
る
例
は
前
半
に
多
い
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
(
後
半
の
四
例
は
す
べ
て
ベ
シ
系
か
ら
マ
ジ
イ
に
置
き
換
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
マ
ジ
イ
が
後
半
に
て
急
激
に
使
用
数
を
増
す
と
い
う
事
実
と

合
わ
せ
て
理
解
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
)
。

以
上
、
「
古
典
平
家
」
の
表
現
と
の
比
較
を
通
し
て
、
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き

た
。・
マ
ジ
イ
が
原
拠
本
の
ジ
・
マ
ジ
系
に
対
応
す
る
場
合
の
例
は
、
特
に
「
天

平
家
」
の
後
半
(
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
)
で
多
い
。

・
「
古
典
平
家
」
の
打
消
推
量
・
打
消
意
志
表
現
が
異
な
っ
た
表
現
に
置
き
換

え
ら
れ
る
傾
向
は
、
「
天
平
家
」
の
前
半
(
巻
Ⅳ
の
I
章
ま
で
)
に
お
い
て

強
い
。

・
「
古
典
平
家
」
の
打
消
推
量
・
打
消
意
志
表
現
が
「
天
平
家
」
で
逐
語
訳
的

に
用
い
ら
れ
る
傾
向
は
、
「
天
平
家
」
の
後
半
に
お
い
て
強
い
。

右
の
見
解
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
見
解
が
導
き
出
さ
れ
る
。

・
マ
ジ
イ
は
逐
語
訳
的
な
性
格
の
強
い
部
分
で
使
用
さ
れ
る
度
合
い
が
高
い
。

五
、
ジ
ー
マ
ジ
及
び
連
体
形
マ
ジ
イ
・
マ
イ
の
巻
別
使
用
状
況

本
節
で
は
、
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
の
う
ち
、
こ
こ
ま
で
の
検
討

の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
た
ジ
・
マ
ジ
の
全
用
例
、
及
び
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
う

ち
準
体
言
・
連
体
修
飾
の
用
法
の
連
体
形
の
用
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら

は
、
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
の
語
形
交
替
・
辞
的
性
格
の
強
化
の
流

れ
の
中
で
、
い
ず
れ
も
衰
退
の
途
に
あ
る
用
法
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
「
天
平
家
」
の
資
料
性
と
の
関
わ
り
か
ら
説
明
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
。
な
お
、

本
稿
は
資
料
性
と
い
う
観
点
で
説
明
で
き
る
範
囲
を
対
象
と
し
、
意
味
に
関
わ
る

部
分
は
稿
を
改
め
る
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
も
の
は
用

例
做
が
少
な
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
意
味
的
な
側
面
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

ま
ず
、
巻
別
の
用
例
の
使
用
状
況
を
表
で
示
す
(
表
6
)
。

表

6

各
語
ご
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ
分
布
を
示
す
。

ま
ず
終
止
形
の
例
か
ら
述
べ
る
。

一
九
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ジ
は
終
止
形
の
一
一
例
中
九
例
が
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
に
用
い
ら
れ
る
。
ジ
を

原
拠
本
で
み
る
と
、
全
例
に
お
い
て
ジ
が
対
応
し
て
い
る
。
先
に
「
古
典
平
家
」

の
ジ
は
ほ
と
ん
ど
が
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、

そ
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
ジ
に
着
目
し
た
調
査
に
お
い
て
も
、
巻
Ⅳ
の
2
章
以

降
は
逐
語
訳
的
な
性
格
が
強
い
部
分
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
副

詞
ヨ
モ
を
伴
う
こ
と
が
多
く
二
一
例
中
七
例
)
、
上
接
語
に
も
偏
り
が
見
ら
れ

る
(
「
あ
り
」
・
尊
敬
語
な
ど
)
な
ど
、
表
現
に
や
や
自
由
さ
を
欠
く
と
い
う
こ

と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

j

-

・
〈
佐
々
木
↓
梶
原
〉
御
秘
蔵
の
お
ん
馬
な
れ
ば
、
申
す
と
も
よ
も
下
さ
れ
じ
、

何
か
苦
し
か
ら
う
ぞ
？
・

(
Ⅳ
・
二
三
二
・
2
3
)

浩

・
(
斯
道
本
)
〈
佐
々
木
↓
梶
原
〉
御
秘
蔵
ノ
御
馬
ナ
レ
ハ
申
ス
ト
モ
給
ジ
、

何
力
苦
シ
カ
ル
ヘ
キ

(
巻
九
・
四
八
二
・
I
)

正

マ
ジ
は
二
例
と
少
な
く
、
既
に
余
り
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
用
法
で
あ

島

る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
終
止
形
ジ
と
同
様
、
上
接
語
に
特
徴
が
あ
る
(
「
あ

り
」
・
尊
敬
語
)
と
い
う
こ
と
の
他
、
い
ず
れ
の
例
も
「
使
い
」
を
仲
介
に
し

矢

た
表
現
で
ヽ
実
際
の
発
話
と
し
て
の
用
法
で
は
な
い
・
更
に
ヽ
意
味
も
禁
止
・

不
可
能
と
い
っ
た
話
手
の
事
態
に
対
す
る
否
定
的
な
態
度
が
明
白
に
示
さ
れ
る

も
の
に
限
ら
れ
、
単
純
な
推
量
・
意
志
を
表
す
の
で
は
な
い
点
が
注
意
さ
れ

る
。

1

・
〈
清
盛
↓
資
成
(
使
い
)
〉
そ
れ
を
ば
君
も
知
ろ
し
め
さ
れ
ま
じ
と
申
せ

(
I
・
二
三
・
7
)
-

・

(
覚
一
本
)
〈
清
盛
↓
資
成
(
使
い
)
〉
そ
れ
を
ば
君
も
知
ろ
し
め
さ
る
ま

Iじ
う
候
と
申
せ

(
巻
二
・
一
五
二
1
1
3
)

(
「
法
皇
モ
自
分
ノ
ス
ル
コ
ト
ニ
干
渉
ナ
サ
ラ
ナ
イ
デ
イ
タ
ダ
キ
タ

イ
」
卜
申
セ
の
意
)

次
に
連
体
形
の
用
例
の
現
れ
方
に
っ
い
て
で
あ
る
。

二
〇

ま
ず
、
ジ
と
マ
ジ
の
連
体
形
に
注
目
す
る
と
、
ジ
ー
マ
ン
の
終
止
形
と
は
ほ

ぼ
逆
の
分
布
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
例
四
例
(
ジ
一
例
・
マ
ジ
三

例
)
の
す
べ
て
が
前
半
(
巻
Ⅳ
の
I
章
ま
で
)
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
ジ
は
本

来
辞
的
性
格
が
強
く
、
文
末
以
外
で
の
使
用
は
も
と
も
と
多
く
な
い
。
マ
ジ
も

連
休
修
飾
の
用
法
は
一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
時
期
に
特
有
の
過
渡
的
な

語
形
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
同
用
法
の
用
例
数
の
少
な
さ
は
、
そ
の
辺
り
の

事
情
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
巻
Ⅱ
ま
で
に
偏
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、

「
天
平
家
」
の
言
語
資
料
の
性
質
が
前
半
と
後
半
で
異
な
る
と
い
う
今
ま
で
し

ば
し
ば
指
摘
し
て
き
た
こ
と
と
重
ね
て
理
解
さ
れ
る
部
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
連
体
形
マ
ジ
の
用
例
に
意
味
的
な
検
討
を
加
え
る
と
、
い
ず
れ
も

話
手
の
主
観
的
な
価
値
判
断
の
加
わ
っ
た
表
現
で
あ
り
、
終
止
形
マ
ジ
と
同
じ

く
単
純
な
推
量
・
意
志
を
表
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

-

・
〈
行
綱
↓
盛
国
〉
人
づ
て
に
申
す
ま
じ
こ
と
ぢ
ゃ

(
I
・
二
I
・
1
4
)

・
(
覚
一
本
)
〈
行
綱
↓
盛
国
〉
人
伝
に
は
中
す
ま
じ
き
こ
と
な
り

(
巻
二
・
一
五
一
・
8
)

成
親
の
平
氏
打
倒
の
計
画
に
不
安
を
抱
い
た
行
綱
が
、
清
盛
に
密
告
し
よ
う

と
す
る
場
面
で
あ
る
。
マ
ジ
の
表
す
意
味
は
単
純
な
意
志
と
い
う
よ
り
は
否
定

的
な
義
務
・
当
為
の
意
を
表
し
、
あ
る
種
の
話
手
の
価
値
判
断
が
加
わ
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
右
の
例
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
原
拠
本
で
対
応

す
る
語
は
す
べ
て
マ
ジ
類
で
あ
る
。

続
い
て
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
連
体
形
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
二
語
に
関
し
て

は
対
照
的
な
分
布
を
見
せ
る
。
マ
ジ
イ
が
後
半
(
「
天
平
家
」
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
)

に
集
中
す
る
(
一
一
例
中
八
例
)
の
に
対
し
、
マ
イ
は
前
半
に
偏
っ
て
現
れ
る

(
七
例
中
六
例
)
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
意
味
的
側
面
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
、
そ
の
点
を
合
わ
せ
考
え
る
と
巻
別
分
布
の
傾
向
か
ら
外
れ
る
例

も
説
明
で
き
る
。
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ま
ず
、
連
体
形
と
し
て
は
マ
イ
専
用
の
観
が
あ
る
巻
I
に
用
い
ら
れ
る
マ
ジ

イ
の
例
を
示
す
。

・
〈
宰
相
〉
あ
は
れ
人
の
子
を
ば
持
つ
ま
じ
い
も
の
ぢ
ゃ
(
I
・
四
〇
・
8
)

・
(
覚
一
本
)
〈
宰
相
〉
あ
は
れ
、
人
の
子
を
ば
持
つ
ま
じ
か
り
け
る
も
の
か

な

(
巻
二
・
一
六
七
∴
1
1
)

娘
婿
で
あ
る
少
将
の
命
を
救
お
う
と
清
盛
に
嘆
願
し
、
漸
く
そ
の
訴
え
が
認

め
ら
れ
た
場
面
で
の
発
話
で
あ
る
。
連
体
形
の
マ
ジ
同
様
、
否
定
的
な
義
務
・

当
為
の
意
を
表
し
、
単
純
な
推
量
・
意
志
で
は
な
い
点
が
注
意
さ
れ
る
。
連
体

形
マ
ジ
イ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
を
表
す
例
が
多
い
(
一
一
例
中
七
例
。
例

外
は
巻
Ⅳ
に
果
中
す
る
)
。
な
お
、
原
拠
本
で
対
応
す
る
語
は
、
一
例
(
ベ
カ
ラ

ズ
)
を
除
き
、
巻
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
マ
ジ
類
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
マ
イ
の
例
と
し
て
、
連
体
形
の
用
法
で
は
圧
倒
的
に
マ
ジ
イ

が
多
い
巻
Ⅳ
に
現
れ
た
例
を
挙
げ
る
。

-

・
〈
畠
山
↓
義
経
〉
馬
の
足
の
及
ぶ
ま
い
と
こ
ろ
三
段
に
は
す
ぎ
ま
い
。
(
Ⅳ
・
二
三
四
・
1
2
)

1

・
(
斯
道
本
)
〈
畠
山
↓
義
経
〉
馬
ノ
足
ノ
及
ハ
サ
ラ
ン
所
三
段
ニ
ハ
ヨ
モ
過

シ

(
巻
九
・
四
八
四
・
2
)

マ
イ
の
連
体
形
の
場
合
は
、
原
拠
本
で
の
表
現
は
マ
ジ
類
が
対
応
す
る
の
は

二
例
で
あ
り
、
他
は
右
の
例
の
ご
と
く
〈
否
定
語
十
推
量
〉
が
対
応
し
て
い
る
。

意
味
も
単
純
な
推
量
・
意
志
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
婉
曲
表
現
と
捕
え
ら
れ
る
も

の
が
中
心
で
あ
る
(
七
例
中
五
例
。
例
外
は
い
ず
れ
も
巻
I
に
現
れ
る
)
。

以
上
の
検
討
の
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

・
終
止
形
ジ
…
「
天
平
家
」
の
後
半
(
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
)
に
集
中
。
副
詞
を

伴
い
、
上
接
語
が
限
定
的
で
あ
る
な
ど
表
現
に
自
由
さ
を
欠

・
終
止
形
マ
ジ
…
上
接
語
に
限
定
あ
り
。
「
使
い
」
を
介
す
る
な
ど
し
て
実
際
の

発
話
中
の
も
の
で
は
な
い
。
禁
止
・
不
可
能
の
意
を
表
す
。

・
連
体
形
ジ
・
マ
ジ
・
:
前
半
に
集
中
。
マ
ジ
は
話
手
の
価
値
判
断
の
加
わ
っ
た

否
定
的
な
義
務
・
当
為
を
表
す
も
の
が
中
心
。

・
連
体
形
マ
ジ
イ
・
マ
イ
・
:
マ
ジ
イ
は
後
半
に
集
中
、
マ
イ
は
前
半
に
集
中
。

マ
ジ
イ
は
否
定
的
な
義
務
・
当
為
を
表
す
こ
と
が
多
く
、
マ

イ
は
単
純
な
推
量
・
意
志
を
表
し
、
婉
曲
表
現
を
な
す
こ
と

が
中
心
。

な
お
、
連
体
形
マ
ジ
と
マ
ジ
イ
は
表
す
意
味
が
等
し
く
、
使

用
箇
所
は
相
補
分
布
を
な
す
。

全
体
と
し
て
は
、
各
語
と
も
に
巻
別
の
使
用
分
布
に
偏
在
が
み
ら
れ
、
使
用

箇
所
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
同
時
に
、
各
語
形
そ
れ
ぞ
れ

の
表
す
意
味
に
は
傾
向
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
巻
別
の
分
布
に
よ
り
説
明

し
に
く
い
部
分
に
現
れ
る
用
例
に
つ
い
て
も
説
明
で
き
た
。
要
す
る
に
「
意
味
・

用
法
」
と
「
文
献
の
資
料
性
」
と
い
う
両
方
の
要
素
か
ら
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
語
形
の
並
存
の
意
義
の
説
明
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

六
、
お

わ

り

に

本
稿
は
、
天
草
版
平
家
物
語
に
現
れ
る
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の
助
動
詞
マ

ジ
イ
と
マ
イ
と
い
う
極
め
て
近
い
用
い
ら
れ
方
を
す
る
表
現
に
着
目
し
、
そ
の

両
語
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
「
天
平
家
」
と
い
う

資
料
の
性
格
上
、
こ
の
文
献
の
持
つ
資
料
性
に
重
点
を
お
い
て
両
語
の
用
い
ら

れ
方
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
、
使
用
例
を
全
情
報
源
と
し
て
一
つ
一
つ
の
用

例
の
有
す
る
表
現
性
を
考
察
す
る
方
法
と
両
方
向
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
っ

た
。
本
稿
は
そ
の
う
ち
の
前
半
部
、
す
な
わ
ち
「
天
平
家
」
と
い
う
資
料
ゆ
え

に
現
れ
る
現
象
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

全
体
の
ま
と
め
は
別
稿
の
検
討
と
合
わ
せ
て
行
う
と
し
て
、
こ
こ
で
は
資
料
性

一

一
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と
の
関
わ
り
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。

マ
ジ
イ
と
マ
イ
と
で
は
巻
別
の
使
用
数
の
分
布
の
仕
方
に
大
き
な
相
違
が

あ
っ
た
。
特
に
マ
ジ
イ
に
つ
い
て
は
後
半
(
及
び
前
半
の
一
部
)
の
巻
に
際
立
つ

て
多
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
偏
在
を
、
先
学
に

よ
る
範
囲
分
け
及
び
そ
れ
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
使
い
分
け
に
は
、
「
天
平
家
」
の
有
す
る
資
料
性
と
少
な

か
ら
ぬ
相
関
性
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
特
異
性
の
現
れ
と
し
て
、
原
拠
と
し
た
「
古
典
平
家
」
で
の
表

現
と
の
対
応
関
係
の
調
査
に
お
い
て
も
、
様
々
な
傾
向
が
観
察
さ
れ
た
。
例
え

ば
、
「
天
平
家
」
の
各
打
消
推
量
・
打
消
意
志
表
現
が
、
後
半
の
巻
に
お
い
て
逐

浩

語
訳
的
な
対
応
関
係
を
よ
り
強
く
示
し
た
こ
と
や
、
マ
ジ
イ
は
特
に
後
半
の
巻

に
お
い
て
「
古
典
平
家
」
の
ジ
ー
マ
ジ
系
と
の
対
応
例
が
著
し
く
増
加
す
る
こ

正

と
ヽ
延
い
て
は
マ
ジ
イ
が
、
逐
語
訳
的
性
格
の
強
い
部
分
で
の
使
用
が
多
か
っ

島

た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
マ
イ
は
、
マ
ジ
イ
に
比
べ
て
巻
別
の
使

用
数
の
分
布
も
、
後
半
の
巻
で
や
や
使
用
数
が
減
じ
た
こ
と
等
を
除
け
ば
特
別

矢

著
し
い
偏
り
を
み
せ
ず
ヽ
ま
た
「
古
典
平
家
」
で
対
応
す
る
表
現
に
つ
い
て
も

際
立
っ
た
傾
向
性
を
示
さ
な
い
。
資
料
性
と
い
う
観
点
で
み
る
限
り
、
マ
ジ
イ

と
マ
イ
は
そ
の
使
用
傾
向
に
お
い
て
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
ジ
ー
マ
ジ
、
連
体
形
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
は
、
用
法
と
し
て
は
衰
退
の
途
に
あ
り
、

用
例
数
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
各
語
と
も
巻
別
使
用
分
布
に
著
し
い
偏

り
が
み
ら
れ
、
同
時
に
表
す
意
味
も
そ
れ
ぞ
れ
傾
向
性
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の

要
素
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
例
の
現
れ
方
が
説
明
さ
れ
た
。
打
消
推
量
・
打
消
意

志
の
助
動
詞
の
語
形
並
存
の
問
題
が
、
文
献
の
資
料
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
語

が
表
す
意
味
と
い
う
も
の
と
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
調
査
結

果
で
あ
る
と
い
え
る
。

二
二

な
お
、
「
天
平
家
」
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
の
言
語
事
情
を
広
く

考
察
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
更
に
様
々
な
局
面
か
ら
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
の
検
討
を
通
じ
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
こ
う
い
っ
た
資

料
性
を
有
す
る
「
天
平
家
」
が
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
成
立
事
情
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
今
後
機
会
を
改
め
て
考
察

し
て
み
た
い
。

〔
注
〕

I
、
中
田
二
九
六
三
)
、
此
島
二
九
七
三
)
等
に
お
い
て
、
ジ
の
主
観
的
な
推
量
・
マ
ジ
の

客
観
的
情
勢
に
基
づ
く
強
い
推
量
と
い
っ
た
意
味
的
な
相
違
、
マ
ジ
が
和
歌
や
漢
文
訓

読
系
の
文
章
に
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
文
体
的
特
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

2
、
小
林
(
一
九
七
七
)
で
は
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
ジ
の
用
法
が
固
定
化
し
て
い
く
様

子
と
マ
ジ
が
用
法
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
状
況
と
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
室
町

時
代
に
マ
ジ
か
ら
連
体
形
の
音
便
形
マ
ジ
イ
お
よ
び
そ
の
変
化
形
マ
イ
が
生
ず
る
状
況

に
つ
い
て
は
、
湯
沢
(
一
九
二
九
)
、
村
松
(
一
九
六
九
)
他
参
照
。

3
、
湯
沢
(
一
九
三
六
)
参
照
。

4
、
清
瀬
(
一
九
六
八
・
七
三
・
七
八
)
、
小
池
(
一
九
七
三
・
七
六
)
、
伊
藤
(
一
九
七
八
)
、

菅
原
二
九
八
九
)
な
ど
。
各
氏
は
扱
う
問
題
点
が
異
な
り
捕
捉
さ
れ
る
傾
向
に
も
微
妙

な
相
違
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
傾
向
を
生
む
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て

の
解
釈
に
も
違
い
が
み
ら
れ
る
(
例
え
ば
必
ず
し
も
ロ
訳
態
度
の
変
化
ば
か
り
で
は
な

く
、
ロ
訳
者
あ
る
い
は
翻
字
者
が
複
数
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
み
る
見
方
な

ど
)
。
た
だ
「
天
平
家
」
の
本
文
の
資
料
性
が
一
貫
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
見
解
は

一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
も
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
の
使
い
分
け
を
問
う
こ

と
を
第
一
義
と
し
、
「
天
平
家
」
の
成
立
事
情
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
関
与
し
な
い
。
従
っ

て
な
ぜ
そ
う
い
っ
た
資
料
性
を
有
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
は
一
切
立
ち
入
ら
な

い
。

5
、
既
に
上
村
(
一
九
七
三
)
で
も
天
草
版
平
家
物
語
の
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
つ
い
て
考
察
す
る

際
、
古
典
平
家
物
語
で
の
対
応
語
と
の
関
係
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
が
、
原
拠
本
と
し
て

全
巻
を
通
じ
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
店
)
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
結
論
に
は
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従
い
に
く
い
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

6
、
近
藤
(
一
九
八
九
)
で
は
清
瀬
氏
と
異
な
っ
た
立
場
が
と
ら
れ
、
特
に
「
天
平
家
」
の
巻

Ⅰ
・
Ⅱ
の
１
章
部
分
に
つ
い
て
、
百
二
十
句
本
(
斯
道
文
庫
本
)
系
の
本
文
が
原
拠
本
と

し
て
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
異
説
を

と
る
立
場
も
な
い
で
は
な
い
が
、
マ
ジ
イ
・
マ
イ
の
用
例
を
閲
す
る
に
、
該
当
部
分
に
関

し
て
は
覚
一
本
系
の
本
文
の
方
が
対
応
例
が
多
く
、
本
稿
で
は
清
瀬
(
一
九
八
二
)
説
に

従
う
。

7
、
「
天
平
家
」
巻
Ⅱ
の
１
章
の
「
祇
王
」
は
高
野
辰
之
氏
旧
蔵
本
に
よ
り
増
補
さ
れ
て
い
る
。

8
、
「
天
平
家
」
の
引
用
の
翻
字
に
際
し
て
は
、
適
宜
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
改
め
る
。
原
拠

本
の
引
用
に
際
し
て
も
表
記
を
改
め
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
「
天
平
家
」
の
区
切
り
符

号
に
つ
い
て
は
「
,
」
「
;
」
「
：
」
を
読
点
に
、
「
・
」
を
句
点
に
置
き
換
え
た
。

9
、
小
林
(
一
九
七
七
)
で
は
、
中
古
・
中
世
前
期
の
和
文
資
料
の
打
消
推
量
・
打
消
意
志
の

助
動
詞
の
使
用
例
数
を
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
連
用
形
・
補
助
活
用
の
使
用
例

が
あ
る
こ
と
や
、
終
止
形
の
例
が
占
め
る
割
合
が
一
割
弱
か
ら
三
割
程
度
し
か
な
い
こ

と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
比
べ
て
「
天
平
家
」
で
の
辞
的
な
も
の
と
し
て

の
使
用
例
の
多
さ
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

1
0
、
用
例
数
を
見
る
限
り
、
巻
の
別
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
一
定
の
使
用
状
況
に
あ
る
よ
う
で
あ

る
が
、
頁
数
を
勘
案
し
た
場
合
に
は
、
マ
ジ
イ
に
比
べ
て
特
に
後
半
に
お
い
て
使
用
率
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
(
表
参
照
。
做
値
は
〈
一
頁
当
り
に
使
用
さ
れ
る
例
数
〉
x

一
〇
〇
)
。

1
1
、
小
池
氏
の
三
分
説
の
範
囲
に
対
し
若
干
の
修
正
を
加
え
て
み
る
と
、
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
も

は
っ
き
り
と
し
た
A
B
A
型
の
分
布
を
示
す
。
す
な
わ
ち
前
部
分
を
巻
I
の
9
章
ま
で

と
し
、
後
部
分
を
巻
Ⅳ
の
1
0
章
以
降
と
し
て
三
分
し
た
場
合
、
前
・
後
部
分
で
は
マ
ジ
イ

が
圧
倒
的
に
多
く
(
マ
ジ
イ
対
マ
イ
=
四
五
対
一
七
)
、
そ
れ
以
外
の
部
分
、
す
な
わ
ち

中
間
の
部
分
で
は
逆
に
マ
イ
の
比
率
が
極
め
て
大
き
く
な
り
(
二
四
対
六
〇
)
、
明
確
な

A
B
A
型
を
示
し
、
小
池
①
説
の
三
分
説
と
分
布
の
型
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
事
実
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
小
池
①
説
と
関
連
す
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
偶
然

の
現
象
な
の
か
更
な
る
検
証
・
考
察
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
巻
I
の
9
章
で

区
切
る
方
法
は
、
伊
藤
二
九
七
八
)
に
お
い
て
も
言
語
形
式
の
使
用
分
布
の
把
握
に
有

効
で
あ
る
と
し
て
試
み
ら
れ
て
い
る
。

1
2
、
こ
こ
で
は
「
天
平
家
」
に
対
応
を
欠
く
「
古
典
平
家
」
の
表
現
部
分
の
も
の
は
調
査
の
対

象
と
し
な
い
。
な
お
、
「
天
平
家
」
の
表
現
が
「
古
典
平
家
」
に
お
い
て
対
応
を
欠
く
場

合
も
全
く
な
い
で
は
な
い
が
、
本
稿
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
対
象
と
し
て
い

る
。

1
3
、
ち
な
み
に
古
典
平
家
で
ベ
シ
系
を
用
い
て
表
現
し
て
い
た
も
の
が
、
「
天
平
家
」
で
は
ベ

シ
系
以
外
の
表
現
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
例
を
集
計
し
て
み
る
(
表
5
の
中
の
㈲
の

該
当
例
及
び
(
参
考
)
の
項
目
に
示
さ
れ
る
例
做
を
加
算
す
る
)
。
そ
の
結
果
、
逐
語
訳

的
態
度
の
弱
い
前
半
部
に
用
例
数
が
多
く
、
後
半
部
分
に
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
前
半
部
(
巻
Ⅳ
の
1
章
ま
で
)
対
後
半
部
(
巻
Ⅳ
の
2
章
以
降
)
は
四
〇
対
二
六
で

あ
り
、
若
干
の
偏
向
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
さ
ほ
ど
著
し
い
偏
在
は
示
さ
な
い
。
こ
れ

は
、
ベ
シ
に
も
色
々
な
意
味
を
表
す
場
合
が
あ
る
が
、
各
用
法
毎
で
ロ
訳
の
態
度
が
異
な

る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
(
例
え
ば
「
禁
止
」
を
表
す
ベ
カ
ラ
ズ
の
よ
う
な
場
合
、
巻
の

別
に
無
関
係
に
他
の
禁
止
の
命
令
表
現
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
)
。
従
っ

て
、
用
法
を
分
け
て
検
討
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
点
に
っ
い
て
は
稿
を
改
め
て

述
べ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

1
4
、
連
体
形
の
例
も
、
体
言
を
修
飾
す
る
例
は
ま
れ
(
マ
ジ
ー
マ
ジ
イ
各
一
例
)
で
、
大
部
分

が
形
式
体
言
(
モ
ノ
・
コ
ト
等
)
に
か
か
り
(
他
に
準
体
言
の
用
法
が
マ
ジ
イ
一
例
、
マ

イ
ニ
例
あ
る
)
、
用
法
も
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

1
5
、
細
川
(
一
九
七
九
)
参
照
。

二
三
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〔
引
用
文
献
〕

出
雲
朝
子
(
一
九
八
七
)
「
キ
リ
シ
タ
ン
物
の
文
法
」
(
『
国
文
法
講
座
』
5

明
治
書
院
)

伊
藤

健
(
一
九
七
八
)
「
天
草
版
『
平
家
物
語
』
本
文
の
均
質
性
-
「
御
」
「
出
」
の
読
み
分

け
状
況
-
」
(
『
高
知
大
国
文
』
9
)

上
村
良
作
(
一
九
七
三
)
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
マ
ジ
イ
ー
マ
イ
に
つ
い
て
」
(
『
今
泉

博
土
古
稀
記
念
国
語
学
論
叢
』
)

清
瀬
良
一

二
九
六
八
)
「
天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
ロ
訳
語
の
存
立
状
態
」
(
『
国
語
学
』

7
4
)九
七
三
)
「
副
詞
か
ら
み
た
天
草
版
平
家
物
語
本
文
の
特
色
」
(
『
国
文
学
孜
』

松
村

明
二
九
六
九
)
『
古
典
語
現
代
語
助
詞
助
動
詞
の
研
究
』
(
學
燈
社
)

湯
澤
幸
吉
郎
(
一
九
二
九
)
『
室
町
時
代
言
語
の
研
究
』
(
風
間
書
房
)

二
四

二
九
三
六
)
『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
(
刀
江
書
院
)

(
平
成
四
年
九
月
十
一
日
受
理
)
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6
1
)

二
九
七
八
)
「
天
草
版
平
家
物
語
本
文
の
文
意
理
解
上
の
問
題
点
と
そ
の
発
生
誘

因
」
(
『
国
語
学
国
文
学
論
攷
』
渓
水
社
)

(
一
九
八
二
)
『
天
草
版
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
(
渓
水
社
)

二
九
七
六
)
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
天
草
本
『
平
家
物
語
』
の
用
語
に
関
す
る
一
問
題

小
池
清
治
(
一
九
七
三
)
「
天
草
本
平
家
物
語
に
お
け
る
教
本
的
換
言
法
に
つ
い
て
I
清
瀬
説

へ
の
疑
問
-
」
(
『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
紀
要
』
8
)

-
ロ
訳
者
は
複
数
か
I
」
(
『
佐
伯
梅
友
博
土
喜
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
)

此
島
正
年
(
一
九
七
三
)
『
国
語
助
動
詞
の
研
究
』
(
桜
楓
社
)

小
林
賢
次
(
一
九
七
七
)
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
ジ
ー
マ
ジ
ー
ペ
カ
ラ
ズ
」
(
『
国
文
学

言
語
と
文
芸
』
8
4
号
)

'

小
林
千
草
(
一
九
八
七
)
「
近
代
語
の
文
法
-
鎌
倉
室
町
時
代
語
」
(
『
国
文
法
講
座
』
5

明
治
書
院
)

近
藤
政
美
(
一
九
八
九
)
『
中
世
国
語
論
考
』
(
和
泉
書
院
)

菅
原
範
夫
(
一
九
八
九
)
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
ロ
ー
マ
字
資
料
の
表
記
と
読
み
I
ロ
ー
マ
字
翻
字

者
と
の
関
係
か
ら
I
」
(
『
国
語
学
』
一
五
六
)

中
田
祝
夫
(
一
九
六
三
)
「
解
釈
文
法
雑
筆
」
(
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
2
9
・
3
0
号
)

橋
本
進
吉
(
一
九
六
九
)
『
助
詞
・
助
動
詞
の
研
究
』
(
岩
波
書
店
)

細
川
英
雄
(
一
九
七
九
)
「
『
天
草
版
平
家
物
語
』
に
お
け
る
否
定
の
表
現
形
式
と
用
法
に
つ
い

て
(
上
)
」
(
『
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
4
1
)


